
地域おこし協力隊だより
高梁市

現在、高梁市では5名の地域おこし協力隊員が活動しています。
それぞれの活動について、最新情報をご紹介します。
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【ミッション】
市内公立高校の魅力発信
県外出身の高校生への

支援・PR

渡邉香織 岡山県高梁市出身

【有漢担当】
ITを活用した街づくり
コミュニティ活動支援

西垣陽平京都府京都市出身

　うかん気楽会とカフェ営業も始まり、地域での当施設の認知も徐々に広まってきました。今で
は毎週地域の小学生が遊びに来てくれて、我が子と遊んでくれたり、配膳や会計をすすんで手伝
ってくれることもあります。将来はレストランで働きたいという夢も聞けたので、子どもたち主
体のカフェのイベントをしてもいいかなと考えています。６月には有漢に滞在中のアメリカ人の
ご家族と有漢の子どもたちの交流会も行い、みんなでホタルを見に行ったりカエルを捕まえたり
ニンテンドースイッチで遊んだりと素敵な時間が流れました。言葉が通じにくい中で始めは緊張
気味の子どもたちも、対面で接することで知るお互いの生活や興味の違い、そして言語を超えた
コミュニケーションと体験共有を肌で感じ、刺激を受けたようでした。国籍と世代を超えた交流
の拠点としての芽をゆっくりと根付かせていきたいです。

slow space みちくさ の活用が広がっています！
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発行：高梁市地域おこし協力隊

4月から活動を始め、３ヶ月が経ちました。
普段は城南高校の授業に参加して、生徒の活躍を動画に収めたり、
宇治高校の生徒たちとも関わりながら、関係を深めていっている
毎日です。
その他、城南高校と高梁高校の総合的な探究の授業にもサポーターとし
て参加させていただきながら、地域との関わり方を一緒に考えています。
7月には城南高校の新聞も発行しますので、お近くで
見つけられましたら、ぜひお手にとって学生たちの
活躍の様子を見てみてくださいね！

旧有漢町診療所を改修した有漢町の新コミュニティスペース「slow space
みちくさ」ですが、3月末から毎週水曜日に行っている通所型サービス
「うかん気楽会」に加えて、5月から毎週金・土曜日にカフェの営業を開
始しました。営業時間は１１時から１７時までで、地元の食材を使った食
事やデザートを提供しています。その時々の旬と季節感を味わえる地産地
消と手作りの味にこだわっています。食事はカレーとハムチーズトース
ト、デザートは季節の果物を使ったチーズケーキやシフォンケーキをはじ
め濃厚なチョコレートケーキなどをご用意しています。

言葉が違っても遊べるよ 小学生がカフェのお手伝いをしてくれました 気楽会とこども園の交流会をしました

高校の魅力発信、進行中！

学校外で地域の方々とも
関わってます！Jona Cafeでは

夏の新商品発売されます
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介護DX＆LIFEに関する研修を実施！

片山智恵　　
【ミッション】

・農家さんPR
・廃棄野菜などを使った商品開発

岡山県総社市出身

【趣味】
珈琲の研究

　　　　【ミッション】
・ICTを活用した医療介護現場
　の労働環境改善
・福祉活動の活性化

宮﨑知也 岡山県岡山市出身
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トマトのクラフトコーラの
 　販売に向けた準備が着々と進んでいます！

発行：高梁市地域おこし協力隊

今年の2月からトマトのクラフトコーラの商品開発を始めてきまし
た。その中で、試飲会や味についてのアンケート実施や、観光列車
「WEST EXPRESS 銀河」おもてなしでの無料試飲会等をしてきま
した。そしてついに味が決定し、瓶販売に向けた準備を進めていま
す。瓶の加工準備はもちろん、ラベルのデザインやトマトクラフトコ
ーラの名前をデザイナーさんと一緒に考え中です。そして、7月8日に
成羽で行われた「本丁土曜夜市」では初めての販売を行いました。今
後もマルシェ等でトマトクラフトコーラの販売をしようと思っている
ので、まだ飲んだことがない方はぜひ飲んでみてください！そして、
農家さん図鑑の方も自分のペースではありますが、新しく2人の農家
さんについて記事をアップしています。ぜひ読んでみてください！

　　　　5〜6月はお声かけをいただいて、高梁市の複数の介護事業所に
　　　　て介護DX（デジタルトランスフォーメーション）の必要性と
　　　　LIFE（科学的介護情報システム）についての研修をさせていた
だきました！日本の介護業界は今、変化を求められています。高齢化率
が40％を超える高梁市では待ったなし、といった状況です。DXと聞く
と、「よくわからない」「現時点では必要ない」という声をよく耳にしま
すが、実際の現場での研修を通じて、多くの方々が介護DXの必要性を実
感してくださいました。介護DXは、介護ロボットなどのデジタル技術を
活用することで、介護の質や効率を向上させる取り組みです。高梁市の
介護環境をより良くするためにこれからも活動していきます！

今年度1回目のワーケーション体験会を、
　　　　　　　　宇治地域で開催しました！

【ミッション】
空き家空き店舗対策

移住定住対策

矢動丸祐子長崎県諫早市出身

6月上旬、宇治地域にて今年度1回目のワーケーション体験会を開催し
ました。東京・大阪から5名の方にお越しいただき、2泊3日の滞在とリ
モートワーク、地域の方々との交流を体験いただきました。滞在期間中
は、元仲田邸の母屋と併設のカフェ、近くにある南仲田邸でリモートワ
ークをしていただき、一部の方は高梁城南高校で高校生とも交流しまし
た。中でも宇治地域の方々との交流では、宇治でのまちづくりの取り組
みと参加者の方が仕事で取り組んでいる事との情報交換に花が咲き、今
後にも繋がるような話題もありました。ワーケーション事業の目的であ
る「関係人口の創出」に繋がる実感が持てた機会でした。今回ご協力い
ただいた皆様、本当にありがとうございました。今年度は、あと2回の
実施を予定しています。引き続き、取り組んでいきたいと思います。リモートワークの様子@元仲田邸

夜市で初めての
販売

農家さん図鑑は
こちらから

市内介護事業所の交流 鶴寿荘DX支援

現在、高梁市では5名の地域おこし協力隊員が活動しています。
それぞれの活動について、最新情報をご紹介します。

※「work(仕事)」×「vacation(休暇)」を組み
　　合わせた造語で、新しい働き方のことです。

※

https://www.jr-odekake.net/railroad/westexginga/

